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“社協だより”でふりかえる
喜多方市社会福祉協議会合併10周年のあゆみ

喜多方市社会福祉協議会の合併から今年までの10年間のあゆみを、
これまで発行した「きたかた社協だより」とその時々で起きた社会の出来事や流行した言葉などと共に、ふりかえってみました。

社
会
福
祉
協
議
会

　
 

合
併
10
年
を
振
返
っ
て

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
　

武
藤  

顯
夫

合
併
前
最
後
の「
き
た
か
た

社
協
だ
よ
り
」で
す
。

7
月
25
日
に
執
り
行
わ
れ

た
5
市
町
村
社
協
合
併
協

定
・
契
約
調
印
式
の
様
子

で
す
。

○
1
月
4
日

　
5
市
町
村
社
協
合
併

○
初
代
会
長
に
田
中
喜
作

会
長
が
就
任

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
間

の
交
流
事
業
を
開
始

○
社
協
制
服
の
作
製

○
高
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
特
殊
浴

槽
更
新

○
新
潟
県
中
越
沖
地
震
募

金
活
動

○
7
月

　
武
藤
顯
夫
会
長
就
任

○
4
月

　
喜
多
方
市

地
域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
を
設

置
し
事
業

開
始

○
12
月

　
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講

座
で
映
画「
待
合
室
」上

映
　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー

ル
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

の
大
盛
況

平
成
17
年
2005

平
成
18
年
2006

平
成
19
年
2007

○個人情報保護法施行
○福知山線脱線事故　

○住宅用火災警報器設置義務化

○トリノ五輪で女子フィギュアスケート荒川静香選手が金メダル
○WBC（ワールドベースボールクラシック）で王JAPANが初代世界一に

記
念
す
べ
き
第
1
号
！

○新潟県中越沖地震
○郵政民営化
○流行語「どげんかせんといかん」

○
1
月
・
2
月

　
地
域
福
祉
懇
談
会
（
熱
塩
加
納
地

区
、塩
川
地
区
）

○
3
月

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
よ
り
車
輛

1
台
寄
贈

○
4
月

　
お
も
ち
ゃ
図

書
館
事
業
の

拡
充
（
5
地
区

で
実
施
）

○
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
の
更
新

○
5
月
・
6
月

　
地
域
福
祉
懇
談
会（
喜
多
方
地
区
、

山
都
地
区
、高
郷
地
区
）

○
8
月

　
第
2
回
地
域
福
祉
懇
談
会

○
10
月

　
5
地
区
で
ふ
れ
あ
い
福
祉
協
議
会

設
立
総
会

○
4
月

　
合
併
に
伴
う
給
与
体
系
の
見
直
し

平
成
20
年
2008

平
成
21
年
2009

○北京五輪で女子ソフト
　ボール日本チームが悲
　願の金メダル

○バラク・オハﾞマ氏が第44代米大統領に就任
○裁判員制度施行

○後期高齢者医療制度スタート
○リーマンショック
○朝青龍引退

○第45回衆議院議員総選挙で
　民主党勝利、政権交代

○トルネード投法の野茂英雄投手が現役引退

平
成
18
年
１
月
４
日
、
喜
多

方
市
、熱
塩
加
納
村
、塩
川
町
、

山
都
町
、
高
郷
村
の
社
協
が
合

併
し
新
「
喜
多
方
市
社
会
福
祉

協
議
会
」
が
発
足
し
て
以
来
、

10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

合
併
後
は
、
従
来
の｢

地
域

福
祉
事
業｣

｢

介
護
事
業｣

に

加
え
、
市
か
ら
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
受
託
し
、
事

業
規
模
の
拡
大
と
、
職
員
も
１

０
０
名
を
超
え
る
な
ど
の
組
織

を
基
に
、
合
併
時
目
標
の
「
組

織
の
充
実
」「
経
営
の
充
実
」「
職

員
の
一
体
感
の
醸
成
」
の
課
題

に
加
え
、「
危
機
管
理
の
徹
底
」

と「
初
期
対
応
」、更
に「
報
告・

連
絡
・
相
談
」
の
励
行
を
職
員

に
繰
り
返
し
お
願
い
し
ま
し

た
。ま

た
、
諸
規
程
等
の
整
備
、

会
計
や
介
護
事
務
の
効
率
化
の

た
め
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
本
所
へ
の
事
務
の
集
中
化

等
、
更
に
給
与
体
系
の
見
直
し

を
職
員
の
理
解
の
も
と
、
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

合
併
記
念
と
し
て
、
平
成
18

年
12
月
に
映
画
「
待
合
室
」
を

喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
上
映
し
、
立

見
席
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。平

成
21
年
度
に
は
、
旧
市
町

村
単
位
に「
地
域
福
祉
懇
談
会
」

を
開
催
し
意
見
の
集
約
を
踏
ま

え
、
各
地
区
に
「
ふ
れ
あ
い
福

祉
協
議
会
」
の
設
立
を
い
た
だ

き
、
現
在
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
地
域
福
祉
活
動
に
取
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
合
併
前
の
旧
喜
多
方
市

社
協
時
に
設
置
さ
れ
て
い
た
７

つ
の
支
部
社
協
で
も
同
様
の
活

動
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

平
成
22
年
度
に
は
「
高
齢
者

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
」
30
周
年

記
念
式
典
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。
現
在
も
７
つ
の
グ
ル
ー
プ

で
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
災
害
で
多
く
の
方
々

が
喜
多
方
市
に
も
避
難
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
会
で

は
直
ち
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、

関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
〟炊

き
出
し
〝 

の
開
始
と
義
援
金

（
約
２
千
２
百
万
円
）
や
膨
大

な
救
援
物
資
の
受
付
を
行
い
、

ま
た
、
円
滑
な
支
援
の
た
め
避

難
所
と
な
っ
た
押
切
川
公
園
体

育
館
に
「
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
出
来
得
る
限
り
の
支
援

に
あ
た
り
ま
し
た
。
高
校
生
や

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
救
援
物
資
の
仕
分
け
を
い
た

だ
く
な
ど
、
各
分
野
で
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
、
日
本
人
の
互
助・共
生
、

譲
り
合
い
の
精
神
を
実
感
で
き

た
こ
と
は
、
大
変
な
事
態
の
中

に
あ
っ
て
復
興
再
生
へ
の
光
明

を
見
た
と
感
じ
た
の
は
、
私
一

人
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
浜
通
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の
実

施
、
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
大
熊

町
社
協
等
と
の
連
絡
調
整
等
、

出
来
る
事
は
直
ち
に
取
組
ん
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
本
会
の
災
害
対
応
は
、

そ
の
後
の
取
組
み
へ
の
大
き
な

教
訓
と
な
り
、
金
山
・
只
見
町

や
熱
塩
地
区
豪
雨
災
害
等
の
支

援
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
、
今
後
も
災
害
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
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○
1
月
・
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地
域
福
祉
懇
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（
熱
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○
3
月

　
国
際
ソ
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チ
ミ
ス
ト
よ
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車
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1
台
寄
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4
月

　
お
も
ち
ゃ
図

書
館
事
業
の

拡
充
（
5
地
区

で
実
施
）

○
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
の
更
新

○
5
月
・
6
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地
域
福
祉
懇
談
会（
喜
多
方
地
区
、

山
都
地
区
、高
郷
地
区
）

○
8
月

　
第
2
回
地
域
福
祉
懇
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会

○
10
月

　
5
地
区
で
ふ
れ
あ
い
福
祉
協
議
会

設
立
総
会

○
4
月

　
合
併
に
伴
う
給
与
体
系
の
見
直
し

平
成
20
年
2008

平
成
21
年
2009

○北京五輪で女子ソフト
　ボール日本チームが悲
　願の金メダル

○バラク・オハﾞマ氏が第44代米大統領に就任
○裁判員制度施行

○後期高齢者医療制度スタート
○リーマンショック
○朝青龍引退

○第45回衆議院議員総選挙で
　民主党勝利、政権交代

○トルネード投法の野茂英雄投手が現役引退

加
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
事
業
で
は
、
地
域
の
施

設
の
増
加
や
介
護
職
員
の
不
足

に
鑑
み
、
平
成
26
年
度
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー

セ
ン
タ
ー
の
統
合
、
平
成
27
年

度
か
ら
は
機
能
訓
練
や
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
充
実
等
で
、
効

率
的
か
つ
質
の
高
い
在
宅
介
護

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
介
護
職
員
不

足
対
応
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
活
動

の
種
類
や
相
談
件
数
の
増
加
に

伴
い
、
人
員
を
確
保
し
介
護
予

防
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
加
え
て
、
在
宅
介
護

教
室
や
家
族
介
護
者
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
等
、
各
種

の
介
護
に
係
る
支
援
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

児
童
館
運
営
で
は
、
時
間
の

延
長
、高
学
年
の
受
入
れ
な
ど
、

時
代
に
即
し
た
対
応
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

地
域
福
祉
事
業
関
連
で
は
、

合
併
前
か
ら
の
視
覚
障
が
い
者

の
た
め
の
「
声
の
広
報
事
業
」、

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
全
地
区
実

施
と
遊
具
の
充
実
、
さ
ら
に
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
設
置
拡
充
、
新

規
事
業
と
し
て
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
開
講
と
活
動
支

援
、
中
高
生
や
関
係
団
体
と
一

体
と
な
っ
た
高
齢
者
宅
等
の
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拡
充

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
福
祉
団
体
の
育

成
支
援
や
、
社
協
活
動
の
大
き

な
柱
で
あ
る
日
赤
や
共
同
募

金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

協
力
等
、
数
多
く
の
福
祉
関
連

活
動
を
続
け
、
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

財
源
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で

あ
り
ま
し
た
「
一
般
会
員
会
費

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
時
代
の

流
れ
を
踏
ま
え
平
成
27
年
度
か

ら
募
金
・
協
力
金
の
性
格
を
有

し
た
「
福
祉
活
動
支
援
金
」
制

度
に
変
更
し
、
市
民
の
皆
様
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
賛
助
会
員
加
入
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
ご
賛
同
を
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る

生
活
保
護
に
至
ら
な
い
方
々
の

各
種
相
談
や
就
労
支
援
の
た
め

平
成
27
年
度
か
ら
市
よ
り
受
託

し
た
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
で
は
、
今
日
の
社
会
経
済

を
反
映
し
、
当
初
の
想
定
を
大

幅
に
上
回
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、「
ふ
れ
あ
い
社
会
福

祉
講
座
」
及
び
「
喜
多
方
市
社

会
福
祉
大
会
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
時
代
に
即
し
た
講
師
を
お

招
き
し
毎
年
継
続
開
催
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
そ
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
10
年
間
の
主
な
活
動

状
況
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
今
後
も

社
会
経
済
や
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
の
た
め
、
事
業
の
改
革
や

新
た
な
事
業
の
創
設
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

〟「
福
祉
」と
は「
し
あ
わ
せ
」

や
「
ゆ
た
か
さ
」
を
意
味
す
る

言
葉
で
あ
り
、
す
べ
て
の
市
民

に
最
低
限
の
幸
福
と
社
会
的
援

助
を
提
供
す
る
と
い
う
理
念
を

指
す
〝 （
出
典
：
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
）
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
会
の
役
職
員
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
、
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
福
祉
の
理
念
を
肝
に
銘
じ

て
「
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
、

引
き
続
き
市
当
局
を
は
じ
め
関

係
団
体
と
連
携
の
も
と
、
活
動

目
的
達
成
の
た
め
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
10
周
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

（
平
成
28
年
１
月
４
日
）
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○
3
月
11
日

　
東
日
本
大
震
災

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置

○
義
援
金
・
救
援
物
資
の
受
付

　（
義
援
金
２
２
，０
２
１
，１
０
８

円
、救
援
物
資
６２８
件
）

○
炊
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　（
3
月
14
日
か
ら
4
月
20
日

の
38
日
間
、
１０
団
体
の
協
力

に
よ
り
被
災
地
並
び
に
地
元

避
難
所
に
お
い
て
お
に
ぎ
り

等
を
提
供
し
ま
し
た
。

○
被
災
者
の
方
に
対
す
る
温
泉

保
養
施
設
入
場
料
の
免
除

（
３
，８
４
８
名
）

○
4
月

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
無
償
提
供（
延
28
回
）

○
東
日
本
大
震
災
に
係
る
緊
急

小
口
資
金
特
例
貸
付
（
総
額

1
，6
8
0
万
円
）

○
5
月

　
新
地
町
、
南
相
馬
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
職

員
派
遣（
13
名
62
日
間
）

○
6
月
・
7
月

　
い
わ
き
市
へ
の
復
旧
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト

（
6
日
間 

174
名
）

○
6
月

　
役
員
、評
議
員
定
数
等
検
討
委
員

会
を
設
置
。理
事
定
数
21
名
↓
16

名
監
事
定
数
3
名
↓
2
名
　
評

議
員
定
数
45
名
↓
33
名
に
減
員

○
8
月

　
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
の
復
旧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

（
6
日
間
66
名
）

○
金
山
町
・
只
見
町

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

職
員
派
遣
（
7
名

35
日
間
）

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
延
長

○
5
月
〜

　
被
災
者
支
援
相
談
会
へ
の
協
力

○
7
月
・
8
月

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
係
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

職
員
派
遣（
3
名
延
24
日
間
）

○
8
月
〜

　「
大
熊
の
つ
ど
い
」

　
へ
の
協
力

喜多方市赤十字奉
仕団による復興支援
芋煮会

○
3
月

　
東
日
本
大
震
災
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
閉
所

○
6
月

　
喜
多
方
市
高
齢
者
生
産
活
動
セ

ン
タ
ー
30
周
年
記
念
式
典

平
成
23
年
2011

平
成
24
年
2012

平
成
22
年
2010

○高齢者の所在不明者
　多数発覚

○子ども手当
　支給はじまる

○チリ鉱山落盤事故で地下700mから
　33名救出（事故発生から70日目）

○女子サッカーW杯でなでしこ
　JAPANがアメリカを破り世界一に。
　国民栄誉賞受賞。

○42年ぶりに
「原子の火」が消える

○女子レスリング吉田沙保里氏に国民栄誉賞
○松井秀喜氏、現役引退

○東京スカイツリーが
　完成時の高さ634mに到達

○流行語大賞「絆」

○東京スカイツリー
　開業

○
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

が
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
の
微

粒
子
採
集
に

成
功
し
大
気

圏
突
入
、
地
球

へ
帰
還

ニュースを見て、
涙した人も多かったとか

「あんしんサポート」の
寸劇を制作、上演

平
成
27
年
2015

･ 

平
成
28
年
2016

平
成
25
年
2013

平
成
26
年
2014

○NHK大河ドラマ
　「八重の桜」放送

○楽天、初の
　プロ野球日本一

○流行語「アベノミクス」
　「お・も・て・な・し」
　「じぇじぇじぇ」

○長嶋茂雄氏、松井秀喜氏に国民栄誉賞
○三浦雄一郎氏、最高齢エベレスト登頂（80歳）
○富士山が世界文化遺産に登録

○「笑っていいとも！」放送終了
○「ヤン坊マー坊天気予報」放送終了
○「富岡製糸場」世界文化遺産登録

○マイナンバー制度制定
○安保法成立
○最後のブルートレイン「北斗星」廃止

○金星探査機「あかつき」金星軌道投入成功
○ドラマ「下町ロケット」
○「爆買い」

○
介
護
事
業
の
あ
り
方
等
検
討
委

員
会
の
設
置

○
３
月

　
福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
明
日
へ
向
う
社
会
福
祉

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
被
災

者
支
援
・
復
興
支
援
に
ご
尽
力

頂
い
た
15
団
体
が
表
彰
感
謝
を

受
け
ま
し
た
。

○
熱
塩
地
区
豪
雨

災
害
に
係
る
現
地

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
置

○
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
ス
タ
ー
ト

○
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
を

全
地
区
で
実
施

○
5
月

　
喜
多
方
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

へ
熱
塩
加
納
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
を
統
合

○
5
月

　
喜
多
方
ヘ
ル
パ
ー

セ
ン
タ
ー
へ
塩
川

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン

タ
ー
を
統
合

○
介
護
職
員
初
任

者
研
修
事
業
ス

タ
ー
ト

○
4
月

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
35
箇
所
に

拡
充（
合
併
当
初
は
10
箇
所
）

○
4
月

　
一
般
会
員
会
費
制
度
か
ら
、
募
金
・
協
力

金
の
性
格
を
有
し
た
福
祉
活
動
支
援
金
制

度
へ
変
更

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
に
よ
る
生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を
喜
多
方

市
か
ら
受
託
し
、
本
所
に
生
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
活
動
開
始

○
10
月

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
調
印
式

○
11
月

　
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
参
加（
53
名
）

○消費税が8%に
○ノーベル物理学賞トリプル受賞
　（赤崎勇氏・天野浩氏・中村修二氏　青色LEDの開発）

喜多方市社会福祉協議会はこれからも市民の皆様のため、地域のために努力してまいります！
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平
成
27
年
2015

･ 

平
成
28
年
2016

平
成
25
年
2013

平
成
26
年
2014

○NHK大河ドラマ
　「八重の桜」放送

○楽天、初の
　プロ野球日本一

○流行語「アベノミクス」
　「お・も・て・な・し」
　「じぇじぇじぇ」

○長嶋茂雄氏、松井秀喜氏に国民栄誉賞
○三浦雄一郎氏、最高齢エベレスト登頂（80歳）
○富士山が世界文化遺産に登録

○「笑っていいとも！」放送終了
○「ヤン坊マー坊天気予報」放送終了
○「富岡製糸場」世界文化遺産登録

○マイナンバー制度制定
○安保法成立
○最後のブルートレイン「北斗星」廃止

○金星探査機「あかつき」金星軌道投入成功
○ドラマ「下町ロケット」
○「爆買い」

○
介
護
事
業
の
あ
り
方
等
検
討
委

員
会
の
設
置

○
３
月

　
福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
明
日
へ
向
う
社
会
福
祉

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
被
災

者
支
援
・
復
興
支
援
に
ご
尽
力

頂
い
た
15
団
体
が
表
彰
感
謝
を

受
け
ま
し
た
。

○
熱
塩
地
区
豪
雨

災
害
に
係
る
現
地

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
置

○
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
ス
タ
ー
ト

○
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
を

全
地
区
で
実
施

○
5
月

　
喜
多
方
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

へ
熱
塩
加
納
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
を
統
合

○
5
月

　
喜
多
方
ヘ
ル
パ
ー

セ
ン
タ
ー
へ
塩
川

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン

タ
ー
を
統
合

○
介
護
職
員
初
任

者
研
修
事
業
ス

タ
ー
ト

○
4
月

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
35
箇
所
に

拡
充（
合
併
当
初
は
10
箇
所
）

○
4
月

　
一
般
会
員
会
費
制
度
か
ら
、
募
金
・
協
力

金
の
性
格
を
有
し
た
福
祉
活
動
支
援
金
制

度
へ
変
更

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
に
よ
る
生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を
喜
多
方

市
か
ら
受
託
し
、
本
所
に
生
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
活
動
開
始

○
10
月

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
調
印
式

○
11
月

　
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
参
加（
53
名
）

○消費税が8%に
○ノーベル物理学賞トリプル受賞
　（赤崎勇氏・天野浩氏・中村修二氏　青色LEDの開発）

喜多方市社会福祉協議会はこれからも市民の皆様のため、地域のために努力してまいります！
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第
11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
喜
多
方

市
社
会
福
祉
大
会
は
、
平
成
27
年
11

月
18
日
（
水
）、
来
賓
の
方
々
、
市
内

の
福
祉
事
業
関
係
者
、
市
民
の
皆
様

を
併
わ
せ
、
３
２
０
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
席
上
で
は
、
喜
多
方
市
の
社

会
福
祉
向
上
並
び
に
、
共
同
募
金
運

動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
そ

れ
ぞ
れ
、
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
生
か
ら
募

集
し
た
「
福
祉
作
文
」
の
優
秀
作
品

５
編
の
発
表
も
行
わ
れ
、
次
世
代
を

担
う
児
童
生
徒
の
福
祉
に
対
す
る
考

え
や
思
い
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
感

心
し
て
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
記
念
講
演
は
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
現
在
は
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
広
瀬
久
美
子
さ
ん

を
お
招
き
し
、「
今　

や
さ
し
さ
の
時

代
」
と
題
し
、
健
康
や
介
護
に
関
す

る
こ
と
、
地
域
の
絆
な
ど
、
助
け
合

い
の
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
に
よ
る
具
体
的
な
事
例

を
あ
げ
、
明
瞭
に
そ
し
て
と
て
も
楽

し
い
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
参
加
者
一
同
誓
い
合
い
ま
し
た
。

第
11
回  

喜
多
方
市
社
会
福
祉
大
会

【
福
島
県
共
同
募
金
会
長
感
謝
】

　

共
同
募
金
運
動
を
理
解
し
、
平

成
26
年
度
に
お
い
て
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た
方
・
団
体

　

穴　

澤　

芳　

子　

様

　

穴　

澤　

ヨ
シ
子　

様

　

五
十
嵐　

英　

子　

様

　
　
　

米　

次　

郎　

様

　

川　

上　

輝　

次　

様

　

神　

田　
　
　

香　

様

　

齋　

藤　
　
　

勇　

様

　

齋　

藤　

重　

幸　

様

　

佐　

藤　

徳　

衛　

様

　

菅　

谷　

修　

一　

様

　

鈴　

木　

孝　

子　

様

　

須　

藤　

俊　

一　

様

　

塚　

原　

ハ
ル
イ　

様

　

塚　

原　

久　

子　

様

　

林　
　
　

健
一
郎　

様

　

星　
　
　

孝　

司　

様

　

結　

城　

志
英
吉　

様

　

横　

島　

裕　

子　

様

　

若　

狭　

光　

子　

様

　

渡　

邊　

寅
之
助　

様

　

会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合　

様

　

会
津
喜
多
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

　

会
津
塩
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

　

医
療
法
人
昨
雲
会
職
員
一
同　

様

　

㈱
サ
ク
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

様

　
喜
多
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会　

様

　

㈳
南
町
報
徳
社　

様

【
社
会
福
祉
大
会
会
長
表
彰
】

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
充
実

に
尽
く
さ
れ
た
方
・
団
体

　

武　

田　

正　

江　

様

　

高　

橋　

幸　

雄　

様

　

金　

子　

文　

哉　

様

　

大　

森　

貞　

彦　

様

　

五
十
嵐　

英　

子　

様

　

関
柴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ　

様

　

す　

み　

れ　

会　

様

　

ひ　

び　

き　

の　

会　

様

　

心
に
虹
の
お
は
な
し
会　

様

　
　
　

【
社
会
福
祉
大
会
会
長
感
謝
】

　

社
会
福
祉
事
業
を
理
解
し
多
額
の

寄
付
さ
れ
た
方
・
団
体

　

唐　

橋　

秀　

子　

様

　

山　

本　
　
　

豪　

様

　

新
井
田　
　
　

作　

様

　

橋
谷
田　

信　

芳　

様

　

齋　

藤　

美
代
子　

様

　

佐　

藤　

文　

子　

様

　

片　

桐　

ゆ
り
子　

様

　

フ
ォ
ー
ク
㈱
会
津
工
場　

様

【
福
島
県
共
同
募
金
会
長
感
謝
】

　

学
校
や
街
頭
な
ど
で
募
金
運
動
を

行
う
な
ど
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
学
校
・
団
体

　

喜
多
方
市
立　

第
一
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

第
二
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

松
山
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

上
三
宮
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

第
三
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

関
柴
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

熊
倉
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

豊
川
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

慶
徳
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

熱
塩
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

加
納
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

山
都
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

高
郷
小
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

第
二
中
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

第
三
中
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

会
北
中
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

山
都
中
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
　

高
郷
中
学
校　

様

　

福
島
県
立　

喜
多
方
高
等
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
喜
多
方
東
高
等
学
校　

様

　
　
　

〃　
　
耶
麻
農
業
高
等
学
校　

様

　

喜　

多　

方　

仏　

教　

会　

様

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
福
島
県
第
17
団　

様

　

山
都
町
赤
十
字
奉
仕
団　

様
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私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
。
何
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
み
ま
し
た
。
ま
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
朝
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
う
掃
除
で
す
。
み
ん
な
が

気
も
ち
よ
く
す
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
豊
川
小
学
校
の
六

年
生
は
、
毎
朝
校
内
の
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
玄
関
や

昇
降
口
、
階
段
な
ど
み
ん
な
が
使
用
す
る
場
所
の
掃
除

を
行
っ
て
い
ま
す
。
朝
八
時
～
八
時
十
分
ま
で
の
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
と
な
る
と
大
変
で
す
。

七
時
五
十
分
頃
ま
で
に
は
下
級
生
を
つ
れ
て
登
校
し
、

支
度
を
終
え
、
清
掃
場
所
に
む
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
掃
除
を
し
て
い
て
も
、
下
級
生
が
通
っ
て
い
て

思
う
よ
う
に
掃
除
で
き
な
い
時
や
、
雨
上
が
り
の
日
な

ど
で
昇
降
口
が
泥
で
汚
れ
て
い
て
大
変
な
時
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
あ
あ
大
変
だ
な
あ
と
か
、
昨
日
の
ス
ポ
少
の

疲
れ
が
あ
っ
て
体
調
が
よ
く
な
く
て
、
今
日
は
や
る
の

が
嫌
だ
な
と
思
う
時
も
正
直
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
私

の
マ
イ
ナ
ス
な
心
を
プ
ラ
ス
に
か
え
て
く
れ
る
の
が
、

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。」

「
き
れ
い
に
す
ご
せ
る
よ
。
あ
り
が
と
う
。」

と
い
う
先
生
方
の
声
や
、
下
級
生
の
、

「
朝
お
そ
う
じ
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」

と
い
う
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
ら
の
言

葉
で
大
変
だ
な
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
心
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と

プ
ラ
ス
に
変
わ
り
、
よ
し
や
る
ぞ
と
思
え
る
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
。」

っ
て
言
わ
れ
な
い
日
は
、な
ん
だ
か
が
っ
か
り
し
ま
す
。

で
も
、
感
謝
さ
れ
る
か
ら
や
る
の
だ
ろ
う
か
と
自
分
の

心
に
問
い
直
し
て
み
ま
す
。

誰
だ
っ
て
き
れ
い
な
所
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

私
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
方
や
、
私
よ
り
小
さ

な
か
わ
い
い
後
輩
た
ち
が
ウ
キ
ウ
キ
し
て
一
日
の
ス
タ

ー
ト
が
切
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ス
テ
キ
な
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
の
で
す
。
み
ん
な
が

ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
れ
ば
、
学
校
全
体
が
ウ
キ
ウ
キ
し
、

み
ん
な
が
仲
よ
く
過
ご
せ
る
ウ
キ
ウ
キ
学
校
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
感
謝
さ
れ

た
と
か
感
謝
さ
れ
な
い
な
ん
て
い
う
の
は
、
小
さ
な
こ

と
に
思
え
て
く
る
の
で
す
。
み
ん
な
が
楽
し
く
ウ
キ
ウ

キ
し
た
気
分
で
過
ご
せ
る
か
ど
う
か
は
、
六
年
生
の
朝

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
身

が
引
き
し
ま
る
思
い
が
す
る
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
。」

の
言
葉
も
、
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
で
す
が
、
ウ
キ
ウ
キ

し
た
楽
し
い
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
最
高
学
年
で
あ
る

私
達
六
年
生
の
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
責

任
を
果
た
せ
る
こ
と
が
、う
れ
し
い
な
と
も
思
い
ま
す
。

あ
と
半
年
。
豊
川
小
学
校
を
ウ
キ
ウ
キ
気
分
の
楽
し
い

学
校
に
す
る
ぞ
。
私
は
そ
う
誓
い
、
今
日
も
モ
ッ
プ
に

力
を
こ
め
ま
す
。

私
の
ウ
キ
ウ
キ
学
校

喜
多
方
市
立
豊
川
小
学
校 

６
年　

古
川　

紗
帆

小
学
生
の
部
　
優
秀
作
品

児
童
生
徒
の
福
祉
作
文
集
「
ち
い
さ
な
て
」
優
秀
作
品
の
ご
紹
介

　

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

が
、
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
育
む
た
め
、
市

内
小
中
学
校
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
指
定
校
と
し
て
指
定
し
、
各
学
校
ご
と
に

行
わ
れ
る
福
祉
教
育
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
福
祉
活
動
及
び
地
域
や
家
庭
で
の
福
祉
体
験
を
通
し
て
、
日
頃
か
ら
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
綴
っ
た
福
祉
作
文
を
ま
と
め
、
児
童

生
徒
の
福
祉
作
文
集
「
ち
い
さ
な
て
」
と
し
て
発
刊
し
て
お
り
、
社
会
福
祉
大

会
に
て
来
場
者
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
下
の
作
文
５
点
は
平
成
27
年
度
の
優
秀
作
文
と
し
て
選
考
さ
れ
、
平
成
27

年
11
月
18
日
に
開
催
し
た
「
第
11
回
喜
多
方
市
社
会
福
祉
大
会
」
の
席
上
で
発

表
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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僕
が
所
属
す
る
陸
上
ス
ポ
少
で
は
、
年
に
二

回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
練
習
で
使
用
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
や
公
園

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
活
動
で
す
。
正
直
な
と
こ

ろ
僕
は
、

「
ゴ
ミ
拾
い
な
ん
て
面
倒
く
さ
い
な
あ
。」

と
、
不
満
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
な

ん
て
陸
上
と
関
係
な
い
の
に
、
な
ぜ
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
僕
は
、

「
日
頃
か
ら
練
習
で
使
用
し
て
い
る
グ
ラ
ン

ド
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
恩
返
し
を
し

ま
し
ょ
う
。」

と
い
う
監
督
の
言
葉
に
、
は
っ
と
我
に
返
り
ま

し
た
。

僕
達
は
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
の
お
陰
で
の
び
の

び
と
練
習
が
で
き
る
の
で
す
。
当
た
り
前
の
よ

う
に
使
っ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
で
し
た
が
、
改
め

て
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
の
だ
と
気
付
き
、
感

謝
の
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
素
直

に
「
あ
り
が
と
う
。」
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え

る
と
、
自
然
と
ゴ
ミ
拾
い
に
取
り
組
む
意
欲
も

湧
い
て
き
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
拾
っ
て
、
恩
返
し
を
す
る
ぞ
。」

僕
は
、
張
り
切
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
ま
し

た
。
い
ざ
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
て
み
る
と
、
グ
ラ

ン
ド
周
辺
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ゴ
ミ
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。空
き
缶
や
空
き
び
ん
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

そ
れ
に
お
菓
子
や
あ
め
の
袋
な
ど
、
あ
ま
り
の

ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

も
、
そ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、
僕
達
が
普
段
か
ら
よ

く
口
に
す
る
食
べ
物
や
飲
み
物
だ
と
い
う
事
に

気
付
き
、
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
僕
も
、
公
園
で
遊
ん
で
い
る
時
に
、

お
菓
子
の
袋
が
風
に
ふ
か
れ
て
飛
ば
さ
れ
て
し

ま
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
急
い
で
追
い
か
け

れ
ば
拾
え
た
は
ず
の
袋
で
す
が
、
僕
は
、
追
い

か
け
ず
に
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

た
と
え
、
ゴ
ミ
を
捨
て
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

な
く
て
も
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
僕
の

行
為
は
、
結
果
と
し
て
公
園
を
汚
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
通
い
慣
れ
た
公
園
だ
っ
た
の
で
、

「
ど
う
せ
小
さ
い
ゴ
ミ
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
。」

と
い
う
身
勝
手
な
気
持
ち
が
芽
生
え
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
た
と
え
小
さ
な
ゴ
ミ
で
も
、

積
も
り
積
も
れ
ば
驚
く
程
の
量
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

安
全
に
気
持
ち
よ
く
公
共
の
施
設
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で

施
設
を
利
用
し
、
人
に
も
自
然
に
も
優
し
い
心

を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ

も
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

僕
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
体
験
し
、
そ

の
地
域
で
暮
ら
す
一
人
と
し
て
、
こ
の
活
勤
は

決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
当
た
り
前
の

取
り
組
み
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
自
分
達

が
往
ん
で
い
る
地
域
を
、
よ
り
良
い
環
境
に
し

よ
う
と
思
う
気
持
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
生
の

僕
に
だ
っ
て
、
き
っ
と
社
会
の
役
に
立
つ
活
勤

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
自
分
の
心
が
け
次
第
で
、

明
る
い
社
会
が
築
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

た
だ
け
で
、
勇
気
と
希
望
が
湧
い
て
き
ま
す
。

僕
は
、
ゴ
ミ
拾
い
が
終
わ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
を

見
た
時
の
、
清
々
し
い
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
ず
に
練
習
に
励
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
勤
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
達
は
総
合
の
授
業
で
「
福
祉
」
を
テ

ー
マ
に
学
習
し
て
い
ま
す
。
二
学
期
は
、
実
際

に
体
験
し
よ
う
と
地
域
に
あ
る
施
設
に
見
学
に

行
き
ま
し
た
。「
慶
徳
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

で
、
お
年
寄
り
の
方
々
と
交
流
し
て
、
福
祉
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

見
学
に
行
く
前
に
、
学
級
で
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
か
く
し
芸
を
発
表
し
た
り
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
折
り
紙
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

は
本
を
見
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
休
み
時
間

に
練
習
し
た
り
、
家
で
も
祖
父
母
に
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
な
が
ら
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

し
て
、
や
っ
と
本
を
見
な
い
で
、
き
れ
い
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
の
選
ん
だ
折

り
紙
は
「
パ
ク
パ
ク
」
と
い
う
折
り
方
で
、
指

を
入
れ
て
作
品
を
動
か
せ
る
の
で
、
お
年
寄
り

の
方
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。わ

た
し
の
チ
ー
ム
以
外
の
あ
や
と
り
チ
ー
ム

や
マ
ジ
ッ
ク
チ
ー
ム
も
順
調
に
練
習
が
進
み
、

い
よ
い
よ
リ
ハ
ー
サ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ー

サ
ル
で
は
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
声
が
小
さ
く
な

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
に
発
表
す
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
き
ん

ち
ょ
う
す
る
の
に
、
本
番
は
知
ら
な
い
人
の
前

で
発
表
し
ま
す
。
本
当
に
で
き
る
か
な
と
少
し

不
安
に
も
な
り
ま
し
た
。

見
学
当
日
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
中
に

は
い
る
と
た
く
さ
ん
の
方
が
い
ま
し
た
。
最
初

に
お
年
寄
り
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
九
十
才
を
過
ぎ
て
も
元
気
な
き
よ

し
さ
ん
は
、
お
話
も
楽
し
く
て
明
る
い
方
で
し

た
。
ほ
か
の
方
も
、

「
こ
こ
に
通
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
話
を
す

る
の
が
楽
し
い
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
学
校
で
の
楽

し
み
の
一
つ
は
友
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
や
遊
び
な

の
で
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

で
お
昼
を
食
べ
た
り
、
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
み

ん
な
と
お
話
を
し
た
り
す
る
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と

し
た
行
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。
何
才
に
な
っ
て

も
、
お
い
し
く
食
事
を
し
、
積
極
的
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
関
わ
る
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が
り
、

ま
た
幸
せ
に
も
結
び
つ
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
か
く
し
芸
の
発
表
に
な
り

ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
上
手
に
で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
よ
り
き
ん
ち
ょ
う

し
ま
し
た
が
、
お
じ
ぎ
を
し
た
と
き
に
も
ら
っ

た
大
き
な
拍
手
が
は
げ
ま
し
に
な
り
、
上
手
に

で
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
こ
の
見
学
を
通
し
て
福
祉
と
は
幸

福
な
気
持
ち
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
何
才
に
な
っ
て
も
「
今
日
は
幸
せ
だ

っ
た
」
と
思
っ
て
眠
り
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る

世
の
中
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
福
祉
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
見
学
し
て

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校

５
年　

加
藤　

陽
凪

恩
返
し
の
ゴ
ミ
拾
い

喜
多
方
市
立
堂
島
小
学
校 

６
年　

関
本
悠
太
郎

小
学
生
の
部
　
優
秀
作
品

小
学
生
の
部
　
優
秀
作
品

8きたかた社協だより



私
は
夏
休
み
に
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
二
日
間

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

生
き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
事
を
学
び
ま
し

た
。一

日
目
は
車
イ
ス
体
験
や
車
輌
見
学
、
利
用

者
の
方
と
お
話
し
し
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
三
回
程
参
加
し
て
い
ま

す
。あ

る
利
用
者
の
方
が
、

「
あ
れ
？
前
に
も
来
て
く
れ
た
よ
ね
？
」

と
覚
え
て
い
て
く
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
言
葉
が
私
の
心

を
動
か
し
ま
し
た
。
勇
気
を
出
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
方
に
話
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利

用
者
の
方
と
話
が
終
わ
る
と
紙
芝
居
の
練
習
を

し
ま
し
た
。
班
の
人
と
協
力
し
て
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
行
き
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
認
知
症
の
方
が
利
用

し
て
い
る
所
で
す
。
そ
こ
で
は
認
知
症
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
の
方
と
話
を

し
ま
し
た
。
あ
る
利
用
者
の
方
が

「
暑
い
中
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
？
ご
く
ろ
う

様
。
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
。」
と

言
わ
れ
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、

紙
芝
居
を
披
露
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た
け
ど
大

き
な
声
で
ハ
キ
ハ
キ
と
披
露
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
終
わ
る
と
、
利
用
者
の
方
か
ら
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
二

日
間
の
体
験
が
終
わ
る
と
先
生
か
ら
ほ
め
て
い

た
だ
き
、
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
夏
休
み
の
間
に
自
主
的
に
友
達

と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
行
き
ま
し
た
。
利
用
者

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
施
設
の
方
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
「
あ
り
が
と
う
。」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
体
験
し
、
学

ん
だ
こ
と
は
『
感
謝
さ
れ
る
う
れ
し
さ
』
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
「
あ
り
が
と
う
。」
と
言

わ
れ
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
日
常
生
活

の
中
で
も
人
に
優
し
く
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
す
ば
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し

て
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
役
立
て
て
い
き
た

い
で
す
。

初
め
は
緊
張
し
て
な
か
な
か
話
せ
な
か
っ
た

け
ど
、
利
用
者
の
方
が
話
し
か
け
て
く
れ
て
だ

ん
だ
ん
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
昼
の

時
は
一
人
一
人
違
う
食
べ
物
が
で
る
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、み
ん
な
同
じ
だ
け
ど
、

出
る
量
だ
っ
た
り
普
通
の
ご
飯
だ
っ
た
り
、
軟

ら
か
い
ご
飯
だ
っ
た
り
、
飲
み
物
で
は
牛
乳
だ

っ
た
り
、
ヤ
ク
ル
ト
だ
っ
た
り
と
様
々
で
し
た
。

午
後
に
は
、
輪
投
げ
を
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
中
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
十
三
歳
、
十
四
歳
の
頃
に

体
験
し
た
戦
争
の
話
や
、
昔
の
学
校
の
話
し
な

ど
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
番
心
に

残
っ
た
の
は
、「
戦
争
も
良
い
思
い
出
だ
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
う
し
て
あ
な
た
に
話
せ
て
い
る
か
ら
。」

と
お
っ
し
や
っ
た
こ
と
で
す
。す
ご
い
方
だ
な
あ
、

と
思
い
ま
し
た
。
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と
私
に
分

か
る
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

震
災
で
喜
多
方
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
ふ
る
さ
と
に
は
な
か
な
か
行
け
ず
、
お
墓

参
り
が
で
き
な
い
こ
と
が
今
の
一
番
の
心
残
り

だ
と
お
っ
し
や
っ
て
い
た
の
で
、
い
つ
か
行
け
る

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
元
気
で
、
運
動

し
た
り
、
習
字
を
書
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

職
員
の
方
も
元
気
で
明
る
く
て
、
利
用
者
の
方

は
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
ん
だ

な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
へ
の
接
し
方
を
見
て
い
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
笑
顔
で
、
頷
き
な
が
ら
、
利

用
者
の
方
と
同
じ
目
線
に
な
っ
て
話
し
て
い
ま

し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
話
す
こ
と
が
困
難
な

方
で
も
、
一
生
懸
命
話
し
て
く
れ
て
、
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
っ
た
し
、
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。「
百
歳
ま
で
生
き
る
の
が
目
標
。」
と
言
っ
て

い
る
方
が
い
た
の
で
叶
え
て
ほ
し
い
で
す
。
デ

イ
ケ
ア
の
方
で
も
、「
百
歳
ま
で
生
き
て
下
さ

い
。」
と
言
っ
た
ら
、「
頑
張
る
！
」
と
言
っ
て
く

れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
長
生
き
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
、
と
て

も
良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
利
用
者
の
方
の

笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
見

た
ら
、
少
子
高
齢
化
は
仕
方
な
い
と
思
っ
た
し
、

お
年
寄
り
が
元
気
で
過
ご
し
て
い
る
な
ら
い
い

か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
考
え
方
と

は
違
っ
た
考
え
が
で
き
ま
し
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
い
わ
れ
て

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

自
分
も
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
、
い
ろ
ん
な

体
験
を
若
い
人
た
ち
に
話
せ
る
よ
う
に
、
恥
ず

か
し
く
な
い
生
き
方
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
二
日
間
で
少
し
成
長
で
き

た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
を
大
切

に
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
高
齢
者
の
た
め

に
な
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
さ
も
、
難
し
さ
も
両
方
味
わ
え
た
良
い
体

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
で

　
　
　
　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と

喜
多
方
市
立
第
三
中
学
校

３
年　

萩
原　

結
菜

あ
り
が
と
う

喜
多
方
市
立
会
北
中
学
校 

２
年　

安
齋　

優
花

中
学
生
の
部
　
優
秀
作
品

中
学
生
の
部
　
優
秀
作
品
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ゆず湯で身も心もぽかぽかにゆず湯で身も心もぽかぽかに
　総合福祉センターでは、12月22日の冬至の日にゆず湯を提供しました。
　冬至のことを中国の言葉で「一陽来復（いちようらいふく）」と言うそうです。
衰えていた太陽の力が冬至を境に再び勢いを増し、新年が来るという意味のほ
かに、悪いことが続いた後に幸運に向かうという意味も込められています。
　もちろんゆず湯には血行を促進して冷え性を緩和したり、体を温めて風邪を
予防したり、果皮に含まれるクエン酸やビタミンＣによる美肌効果もあります。
　ゆず湯でほっこり温まって、新たな気持ちで新年を迎えました。

一人暮らし高齢者へ友愛訪問一人暮らし高齢者へ友愛訪問
　12月7日、高郷町赤十字奉仕団では地域の一人
暮らし高齢者の安否確認を兼ねた友愛訪問とお
弁当配食サービスを計画し、団員が調理した作り
立てのお弁当を対象者の皆さまへお届けいたしま
した。お元気で過ごされますようにと言葉をかけな
がらの訪問に、皆さん口々に『今年は雪が少なくて
いいな』が挨拶がわりの言葉となっておりました。

楽しく滑って！飛び跳ねて！！楽しく滑って！飛び跳ねて！！
　毎週金曜日に塩川保健福祉センターで開催して
いるおもちゃ図書館に、エアー遊具が仲間入りしま
した。今までにない大きなおもちゃに子どもたちも
大喜びで、滑ったり飛び跳ねたりと元気な声が響
き渡っています。
　みなさん、おもちゃ図書館にぜひ遊びに来てくだ
さい！

喜多方
地区

高郷
地区

塩川
地区

手品と昔ばなしで楽しく　人権擁護委員のみなさんありがとう手品と昔ばなしで楽しく　人権擁護委員のみなさんありがとう
　喜多方市内の人権擁護委員のみなさんは一年に一回、市内の福祉施設を
訪問しており、今年は『夢の森デイサービスセンター』へ来てくださいました。
　はじめに、人権擁護委員の活動内容のお話しを聞いたあと、委員全員と
デイサービスの利用者が一緒に歌をうたって楽しい時間が始まりました。
　その後、昔ばなしや手品の披露などがあり、驚きと楽しさで利用者の皆
様の表情がとても輝いて見えました。
　是非、また来てほしいと願っております。

熱塩加納
地区

かたくり荘へ清掃のボランティアかたくり荘へ清掃のボランティア
　12月15日、かたくり荘へ高郷町赤十字奉仕団の皆さんが暮れの大清掃に
訪れ、窓ガラスや床を磨いたりクモの巣を掃ったりと、ふだん手の届かないと
ころをお掃除してくださいました。例年に比べこの季節にはめずらしく雪も無
く、お掃除もはかどりきれいにしていただきました。

高郷
地区

楽しいクリスマス会楽しいクリスマス会
　今年も塩川デイサービスセンターでのクリスマス会に多くのボラン
ティアの方々が余興や歌や踊りなどを披露してくださいました。
　訪問いただいた皆様、ありがとうございました。
　9日（水）　民話の会
10日（木）　COOPあいづ
11日（金）　豊川公民館（フラダンス）
14日（月）　湯川スポーツ民謡
15日（火）　はとぽっぽ

塩川
地区

高校生のレクリエーション高校生のレクリエーション
　福島県立耶麻農業高等学校のライフコーディ
ネート科の生徒たちが、山都デイサービスセンター
でレクリエーションとしてダンスを披露してくれま
した。
　3年生の着ぐるみで歌に合わせたかわいい踊り
と、2年生のきれいな衣装でのフラダンスに、利
用者の皆様は手を叩いてリズムに乗り、楽しい時
間を過ごされてい
ました。

つるし雛のプレゼントつるし雛のプレゼント
　舘原いきいきサロンより、しゃくなげホームへ
手づくりの「つるし雛」を寄贈していただきました。
　つるし雛は、端布で作った鳥や花などの小さな
人形やお飾りをひもで繋いで吊るすもので、衣食
住に困らないようにとの願いを込めて飾られるも
のだそうです。
　施設が華やかに彩られ、来所される方にも大
変喜ばれています。

山都
地区

山都
地区

世代間交流そば会　こどもと親とじいちゃんばあちゃんと世代間交流そば会　こどもと親とじいちゃんばあちゃんと
　町内の高齢者と未就学児童・保護者の世代間交流事業がふ
れあい福祉協議会主催で開催されました。
　こどもたちがおもちゃで遊ぶ姿を見ている高齢者は、自然に
笑みがこぼれていました。また、おばあちゃんが保護者に、
「どっからきたんだ？」などと話しかける場面もみられました。
　その後、ふれあい福祉協議会と民生児童委員の皆さんも加
わって、世間話をしたり、遊んだり、祭り囃子保存会のみなさ
んによる演奏を聴いたりして交流しました。
　昼食には、みんな待ちに待っていたそばをおいしくいただき
ました。

熱塩加納
地区
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ゆず湯で身も心もぽかぽかにゆず湯で身も心もぽかぽかに
　総合福祉センターでは、12月22日の冬至の日にゆず湯を提供しました。
　冬至のことを中国の言葉で「一陽来復（いちようらいふく）」と言うそうです。
衰えていた太陽の力が冬至を境に再び勢いを増し、新年が来るという意味のほ
かに、悪いことが続いた後に幸運に向かうという意味も込められています。
　もちろんゆず湯には血行を促進して冷え性を緩和したり、体を温めて風邪を
予防したり、果皮に含まれるクエン酸やビタミンＣによる美肌効果もあります。
　ゆず湯でほっこり温まって、新たな気持ちで新年を迎えました。

一人暮らし高齢者へ友愛訪問一人暮らし高齢者へ友愛訪問
　12月7日、高郷町赤十字奉仕団では地域の一人
暮らし高齢者の安否確認を兼ねた友愛訪問とお
弁当配食サービスを計画し、団員が調理した作り
立てのお弁当を対象者の皆さまへお届けいたしま
した。お元気で過ごされますようにと言葉をかけな
がらの訪問に、皆さん口々に『今年は雪が少なくて
いいな』が挨拶がわりの言葉となっておりました。

楽しく滑って！飛び跳ねて！！楽しく滑って！飛び跳ねて！！
　毎週金曜日に塩川保健福祉センターで開催して
いるおもちゃ図書館に、エアー遊具が仲間入りしま
した。今までにない大きなおもちゃに子どもたちも
大喜びで、滑ったり飛び跳ねたりと元気な声が響
き渡っています。
　みなさん、おもちゃ図書館にぜひ遊びに来てくだ
さい！

喜多方
地区

高郷
地区

塩川
地区

手品と昔ばなしで楽しく　人権擁護委員のみなさんありがとう手品と昔ばなしで楽しく　人権擁護委員のみなさんありがとう
　喜多方市内の人権擁護委員のみなさんは一年に一回、市内の福祉施設を
訪問しており、今年は『夢の森デイサービスセンター』へ来てくださいました。
　はじめに、人権擁護委員の活動内容のお話しを聞いたあと、委員全員と
デイサービスの利用者が一緒に歌をうたって楽しい時間が始まりました。
　その後、昔ばなしや手品の披露などがあり、驚きと楽しさで利用者の皆
様の表情がとても輝いて見えました。
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かたくり荘へ清掃のボランティアかたくり荘へ清掃のボランティア
　12月15日、かたくり荘へ高郷町赤十字奉仕団の皆さんが暮れの大清掃に
訪れ、窓ガラスや床を磨いたりクモの巣を掃ったりと、ふだん手の届かないと
ころをお掃除してくださいました。例年に比べこの季節にはめずらしく雪も無
く、お掃除もはかどりきれいにしていただきました。

高郷
地区

楽しいクリスマス会楽しいクリスマス会
　今年も塩川デイサービスセンターでのクリスマス会に多くのボラン
ティアの方々が余興や歌や踊りなどを披露してくださいました。
　訪問いただいた皆様、ありがとうございました。
　9日（水）　民話の会
10日（木）　COOPあいづ
11日（金）　豊川公民館（フラダンス）
14日（月）　湯川スポーツ民謡
15日（火）　はとぽっぽ

塩川
地区

高校生のレクリエーション高校生のレクリエーション
　福島県立耶麻農業高等学校のライフコーディ
ネート科の生徒たちが、山都デイサービスセンター
でレクリエーションとしてダンスを披露してくれま
した。
　3年生の着ぐるみで歌に合わせたかわいい踊り
と、2年生のきれいな衣装でのフラダンスに、利
用者の皆様は手を叩いてリズムに乗り、楽しい時
間を過ごされてい
ました。

つるし雛のプレゼントつるし雛のプレゼント
　舘原いきいきサロンより、しゃくなげホームへ
手づくりの「つるし雛」を寄贈していただきました。
　つるし雛は、端布で作った鳥や花などの小さな
人形やお飾りをひもで繋いで吊るすもので、衣食
住に困らないようにとの願いを込めて飾られるも
のだそうです。
　施設が華やかに彩られ、来所される方にも大
変喜ばれています。

山都
地区

山都
地区

世代間交流そば会　こどもと親とじいちゃんばあちゃんと世代間交流そば会　こどもと親とじいちゃんばあちゃんと
　町内の高齢者と未就学児童・保護者の世代間交流事業がふ
れあい福祉協議会主催で開催されました。
　こどもたちがおもちゃで遊ぶ姿を見ている高齢者は、自然に
笑みがこぼれていました。また、おばあちゃんが保護者に、
「どっからきたんだ？」などと話しかける場面もみられました。
　その後、ふれあい福祉協議会と民生児童委員の皆さんも加
わって、世間話をしたり、遊んだり、祭り囃子保存会のみなさ
んによる演奏を聴いたりして交流しました。
　昼食には、みんな待ちに待っていたそばをおいしくいただき
ました。

熱塩加納
地区
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知 ら せ － information 1 －

福祉活動支援交付金事業について

ご報告

お

　平成27年度に一般会員制度から募金・協力金の性格を有した福祉活
動支援金制度に変更し、その財源をもとに住民自らが地域の絆を深める
事業に対して助成する交付事業を新たにスタートし、これまで４行政区よ
り申請がありました。
　今回、交付を受け事業を行った塩川地区の第12行政区の声をお届け
します。

　私達の12区では、一昨年より地域のコミュニティ活動推進施策として、喜多方市保健センターより講師を招
き、誰にでも楽しく参加できる健康講話や血圧測定、簡単なレクリエーションを年２回開催し36名の参加を頂き
ました。きっかけは、福祉活動支援交付金事業であります。住民自らが地域の繋がりを深め、住み慣れた地域で
安心して暮らせる地域づくりを行う活動に対し交付金を交付する事業でありますが、町内会の親睦に大きく寄与
しています。

地域の福祉事業に
役立てられています！

　本協議会では地区民生児童委員協議会と共催で、市内全５地区での除
雪ボランティア事業を実施いたします。
　この事業は、一人暮し等高齢者宅の除雪活動を行うことにより、除雪作業
の負担軽減と、中学生・高校生等のボランティア活動に対する理解を深める
ことを目的とし、各関係機関と連携し行います。
実施日程等は下記の通りとなります。
（今後の降雪の状況により、中止される場合もあります。）

平成27年度 除雪ボランティア事業

地　　区
喜 多 方 地 区
熱塩加納地区
塩 川 地 区
山 都 地 区
高 郷 地 区

日　　程
平成28年２月13日（土）
平成28年２月 6日（土）
平成28年２月20日（土）
平成28年２月13日（土）
平成28年２月20日（土）

問い合わせ先
本所 ☎0241-23-3231
熱塩加納支所 ☎0241-36-3112
塩川支所 ☎0241-27-3948
山都支所 ☎0241-38-3100
高郷支所 ☎0241-44-7111

～これからの活躍に期待します！～「平成27年度介護職員初任者研修」
　介護業界における職員不足が全国的な問題になっていますが、喜多方
市内でも介護施設や事業所等での人材不足が深刻化しています。
　本協議会では、この問題の解決に寄与するため、昨年度に引き続き福
島県社会福祉協議会の補助事業を活用し、介護職員初任者研修を実施し
ました。
　市内外から19名の方が受講され、134時間（25日間）の講義・演習、実
習に取り組まれ、修了テストに合格し、閉講式で武藤会長から修了証明書
が交付されました。

※福祉活動支援交付金事業に関するお問い合わせは、本会の本所・支所にてお受けしております。

どうやって仕事を
見つけたらよいかわからない

子どもの進学費用に
ついて悩んでいる

たくさん困ったことがあり、
何から手を付けてよいかわからない

収入が少なく
今後の生活に不安がある

生活サポートセンターからのお知らせ生活サポートセンターからのお知らせ
仕事や暮らし、お金のことなどでお困りの方の相談窓口を平成27年4月に開設しました。

来所・訪問などにより相談をお受けし、一緒に解決に向けてサポートします。

　喜多方市役所の手続窓口（税、保険や年金、子ども・家庭など）で生活にお困りの方が希望すれば、生活サ
ポート相談につながるよう連携を図っています。ひとりで悩まず、まずはお電話ください。

ご相談・お問い合わせは  ☎0241－23－3231喜多方市生活サポートセンターまで  

秘密は厳守します。どうぞお気軽にご利用ください。

元気を応援
！！

元気を応援
！！

元気を応援
！！ 　地域包括支援センターは、高齢者の方が住

みなれた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
　行政、介護サービス事業所、病院、警察など
関係機関と連携して困りごとの解決に努め、
地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”

1. 時間がかかっても、できることは見守りましょう。
2. できないことは無理にやらそうとせず、一緒に行ないましょう。
3. 危険なこと以外は、見守りましょう。
4. できなくなったことを説得や訓練で治すのはむずかしいです。
5. 一人で抱え込まず、周りの方の力も借りましょう。
6. 介護者の生活パターンはできる限り変えないようにしましょう。
7. できるだけ多くの介護サービスや制度を利用しましょう。
8. 介護者も自分の時間をつくりましょう。

介護者が健康でなければ在宅での介護を継続することはできません。
介護者の負担を軽くすることが在宅介護を続けるコツになります。
認知症ねっとhttps://info.ninchisho.net/care/c50/より参照

① 今日は何曜日？
② 今日は何月何日？
③ 昨日食べた夕飯は？
④ 昨日着ていた服は何？
⑤ 昨日会った人の顔と服装、
　名前等思い出して。
　（TVで見た人でも良いです）

毎日の思い出し
　　トレーニング！

脳トレ！

在宅介護を続けるコツ在宅介護を続けるコツ
　介護を楽にするコツは、「一人でがんばりすぎないこと」が大切です。これは決し
て介護を放棄することではなく、ご本人ができること・やろうとしていることまで
手を出さないことです。危険を伴うことは別として、介護に携わる時間を短くし、介
護者自身の生活に十分なゆとりをもてる方法を考えましょう。
　そのヒントは下記の通りです。参考にしてみてください。
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福祉活動支援交付金事業について

ご報告

お

　平成27年度に一般会員制度から募金・協力金の性格を有した福祉活
動支援金制度に変更し、その財源をもとに住民自らが地域の絆を深める
事業に対して助成する交付事業を新たにスタートし、これまで４行政区よ
り申請がありました。
　今回、交付を受け事業を行った塩川地区の第12行政区の声をお届け
します。

　私達の12区では、一昨年より地域のコミュニティ活動推進施策として、喜多方市保健センターより講師を招
き、誰にでも楽しく参加できる健康講話や血圧測定、簡単なレクリエーションを年２回開催し36名の参加を頂き
ました。きっかけは、福祉活動支援交付金事業であります。住民自らが地域の繋がりを深め、住み慣れた地域で
安心して暮らせる地域づくりを行う活動に対し交付金を交付する事業でありますが、町内会の親睦に大きく寄与
しています。

地域の福祉事業に
役立てられています！

　本協議会では地区民生児童委員協議会と共催で、市内全５地区での除
雪ボランティア事業を実施いたします。
　この事業は、一人暮し等高齢者宅の除雪活動を行うことにより、除雪作業
の負担軽減と、中学生・高校生等のボランティア活動に対する理解を深める
ことを目的とし、各関係機関と連携し行います。
実施日程等は下記の通りとなります。
（今後の降雪の状況により、中止される場合もあります。）

平成27年度 除雪ボランティア事業

地　　区
喜 多 方 地 区
熱塩加納地区
塩 川 地 区
山 都 地 区
高 郷 地 区

日　　程
平成28年２月13日（土）
平成28年２月 6日（土）
平成28年２月20日（土）
平成28年２月13日（土）
平成28年２月20日（土）

問い合わせ先
本所 ☎0241-23-3231
熱塩加納支所 ☎0241-36-3112
塩川支所 ☎0241-27-3948
山都支所 ☎0241-38-3100
高郷支所 ☎0241-44-7111

～これからの活躍に期待します！～「平成27年度介護職員初任者研修」
　介護業界における職員不足が全国的な問題になっていますが、喜多方
市内でも介護施設や事業所等での人材不足が深刻化しています。
　本協議会では、この問題の解決に寄与するため、昨年度に引き続き福
島県社会福祉協議会の補助事業を活用し、介護職員初任者研修を実施し
ました。
　市内外から19名の方が受講され、134時間（25日間）の講義・演習、実
習に取り組まれ、修了テストに合格し、閉講式で武藤会長から修了証明書
が交付されました。

※福祉活動支援交付金事業に関するお問い合わせは、本会の本所・支所にてお受けしております。
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平
成
28
年
２
月

共
同
募
金
会
喜
多
方
市
支
会
長
　
　
山
口
　
信
也

喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
　
　
武
藤
　
顯
夫

平成２７年度赤い羽根共同募金運動に
ご協力ありがとうございました

喜 多 方 地 区

熱 塩 加 納 地 区

塩 川 地 区

山 都 地 区

高 郷 地 区

合 計

4,486,841円

442,683円

2,221,408円

824,748円

383,383円

8,359,063円

1,922,090円

600,947円

1,195,580円

623,945円

285,500円

4,628,062円

赤い羽根共同募金地　　　　区 歳末たすけあい募金

平成28年1月20日現在
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塩
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高
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一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
27
年
10
月
1
日
〜
12
月
31
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

朝夕めっきり寒くなりましたね。
今は山 の々紅葉が素晴らしいですね。
職員の皆様、常日頃お勤め、本当にご苦労さまです。
介護に携わる職員の方々 が、重労働にかかわらず、すばらしい笑顔で、や
さしく接する姿に心うたれます。くれぐれも健康に気を付けられて、毎日を元
気に頑張って下さい。
最近は、介護報酬が引き下げられ、賃金の安さから慢性的な働き手不足と
なり、働き手の不足が現場の忙しさを加速させ、丁寧なケアが出来ないと
悩んで辞める人も増加してるとか、大変な時代ですね。
介護職員が離職せずに済む環境作りをぜひとも考えてほしいものですね。
ご苦労をおかけしますが、これからもご高齢者の方々 の面倒をお願いします。
私もお陰様で今年も元気に過ごせました。年金の中から僅かですが送らせ
ていただきます。何かの足しにして下さい。
時節柄、職員の皆様、ご自愛のほど願いますよ。	 平成27年１１月

毎年、あたたかいお手紙が添えられ
た善意のご寄付が社会福祉協議会に届
けられます。
本会では「一市民さん」とお呼びし、

ありがたくいただいております。
今年もお手紙を頂戴し、お元気な様

子が伺えてうれしく思います。
職員一同、一市民さんの思いに応え

られるよう、地域福祉向上に努力して
まいります。
今年もありがとうございました。

一市民さまからの

　　　　　お手紙

～ほっとNEWS～

本
会
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ

ッ
プ
・
ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
の
資

源
回
収
を
福
祉
事
業
に
活
か
す
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
】

	

※
順
不
同
・
敬
称
略

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

	

し
ょ
う
ぶ
苑

・
サ
ポ
ネ
ッ
ト

　

	

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
こ
ど
も
た
ち

・
本
田
金
属
技
術
㈱	

喜
多
方
工
場

・
耐
伸
建
設
㈲

・
山
都
小
学
校

ほ
か
市
民
の
皆
様
に
多
数
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 ハロウィン仮装パレードの

子供たちが届けてくれました！

エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

広
が
っ
て
い
ま
す

傳
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　高齢者等を在宅で介護しているご家族や、介護・福祉に関心のある方を対象に、介護方法や介護サービス等に関する
情報並びに介護者自身の健康管理に関する知識等を提供し、在宅介護の継続･向上や介護予防を目的として在宅介護教
室を開催します。

　塩川支所・山都支所では、陶芸教
室会員を募集しております。
　会員同士の楽しいおしゃべりは
もちろんの事、土の感触を楽しみな
がら、それぞれの思い思いの作品づ
くり。
　形や釉薬によって、同じ作品が出来ないのも陶芸の醍醐味。
　一緒に生きがい健康づくりを目的に趣味を広げてみませ
んか？

平成28年２月１日～３月31日
（開講後、見学してからの入会も可）
平成28年４月下旬～11月下旬
概ね55歳以上で喜多方市在住の方

お 知 ら せ － information 2 －

陶芸教室開講のご案内

【問合せ・申込みは下記までお願いいたします。】
喜多方市社会福祉協議会
塩川支所　☎0241-27-3948　山都支所　☎0241-38-3100

募集期間

開講期間
会員資格

H28.3.1～H28.3.31
各グループ　10名程度

募集期間
募集人員

市内在住者で60歳以上
年会費及び材料費

募集資格
費　　用

平成28年度 新会員募集のお知らせ

行き　センター（８：45発）～①北町郵便局前～②出雲神社前～③リオンドール仲町店前～④市役所前～
　　　⑤三万石前～⑥図書館前～⑦喜多方駅（９：10）～⑧FMきたかた前～⑨諏訪神社～
　　　⑩コメリ松山店前～⑪北町公園前～⑫岩月農協倉庫前～活動センター着（９：45）

＊現グループ数7グループ、他に２つのサークルがあり会員在籍者158名で、グ
ループ活動のほかに生産活動センターまつり（６月）各種イ ベントへの出展や体験
教室グループ研修・交流会など、年間を通じて楽しく活動をしています。 

■会費等は 各グループにより異なりますので、詳細については、お問い合わせ下さい。 

帰り　センター（３：10発）
　　　行きと逆コース
※曜日により多少コースが変更になることがあります。

送迎バス運行コース

☆陶芸グループ
（週2回～1班は火・木曜日、2班は水･金曜日） 
　地元「宮津の粘土」などを使っ て花器や茶
碗、皿などを作陶し、販売しています。

☆手芸グループ（毎週火曜日）
 　吊るし雛・編み物・バッグ・パッチワーク・
起き上がり小法師などを製作販売していま
す。 

☆押し花絵グループ
（月2回程　金曜日） 
　乾燥花々の押し花で、栞や額絵、ブローチ、
絵ローソクなどを製作販売しています。

☆織物グループ（毎週木曜日） 
　卓上織り機を使ってマフラー・コース
ター・テーブルセンター・バックなどを製作
販売しています。 

☆わら工芸グループ
（10月から12月を中心とした50日程度） 
　わらやスゲを使って、しめ縄や玄関飾り・
猫ちぐらなどを製作販売しています。

☆菌茸グループ
（春から秋の40日程度） 
　椎茸を栽培し、原木の菌打ち作業や生椎
茸・乾燥スライス加工などにして販売してい
ます。

☆園芸グループ（毎週火・木曜日）
圃場や温室にて花木を栽培し、販売をして
います。

喜多方市高齢者生産活動センター
喜多方市岩月町宮津字火付沢3567-1　☎0241-24-2297 

お問い合わせ・申し込み先

高齢者生産活動センター
センター展のお知らせ
　平成28年新会員の募集に合わせて、実際の活動を体
験していただく機会を設けました。施設見学や活動内容
についてもグループごとに対応いたしますので、セン
ター展の期間中、活動センターへお越し下さいますよう、
ご案内いたします。

喜多方市高齢者生産活動センター
（喜多方市岩月町宮津字火付沢3567－1）
平成28年３月８日（火）～11日（金）
午前10時～午後３時

場　所

期　間
時　間

喜多方市高齢者生産活動センター
☎0241-24-2297
（担当）小檜山、花見

お問い合わせ先

春の在宅介護教室 ～男のための介護教室～

本所（喜多方）☎0241-23-3231　　熱塩加納支所☎0241-36-3112　　塩川支所☎0241-27-3948
山都支所　　☎0241-38-3100　　高郷支所　　☎0241-44-7111

喜多方市社会福祉協議会

・これからの介護に不安を感じている方
・介護・福祉に関心のある方
・家族を在宅で介護されている方
※今回の教室は男性のみの参加とさせていただきます
平成28年3月5日(土)9:30～12:00
喜多方市総合福祉センター
喜多方市字上江3646-1　☎ 0241-23-3231

参加対象

日 　程

会　場

主な内容

募集人員
参　加　費
申　込　み

・上手に介護サービスを利用しましょう（制度とお金の話）
・簡単介護のワンポイント（実技講習）
・認知症を理解するには
20名
200円　（資料代）
3月2日（水）までに社協本・支所まで電話でお申込くだ
さい

平成27年度

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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